
 

 

 

《維新プロジェクト評価》 

12 次代につなげる持続可能な社会づくり推進プロジェクト  

 地域において、エネルギーの地産地消や省エネ性能に優れた住宅の普及といっ
た暮らしに密着した脱炭素化、人や社会・環境に配慮したエシカル消費等の取組、
循環型社会の形成の推進など、人と自然が共生する環境にやさしい地域づくりを
進め、次代につなげる持続可能な社会を実現する 
 

   42 脱炭素社会の実現に向けた地域づくりの推進 

43 人と自然が共生する環境にやさしい地域づくりの推進 

（1）成果指標の状況 

成 果 
指 標 

進捗状況 指標数 主な指標 

★★★★★(目標を達成）   
★★★★ (計画を上回る) 1 再生可能エネルギーの発電出力 

★★★   （ほぼ計画どおり） 1 犬猫の引取り数 

★★     (計画を下回る) 1 山口県認定リサイクル製品数（累計） 
★     （計画から大幅に遅れ）   

（2）県民実感に係る調査結果 

調 査 区 分 調査項目 そう思う どちらともいえない そう思わない 

県 民 実 感 度 調 査 
（％） 

住宅への太陽光発電の導入や省エネ性能に優れた住宅の普及

など、暮らしに密着した脱炭素化の取組が進んでいると思い

ますか。 

16.3 47.5 34.6 

廃棄物のリサイクルの推進など、環境にやさしい地域づくり

が進んでいると思いますか。 
30.7 41.8 25.6 

 

（3）主な取組と成果 

主
な
取 
組 

と 

成 

果 

◆脱炭素社会の実現に向けた地域づくりの推進 

○ キックオフセレモニーをはじめとしたキャンペーンや、県独自のスマホアプリを活用した脱

炭素型ライフスタイルへの変容促進など、「2050 ゼロカーボン・チャレンジ」と銘打った県

民運動を展開。ぶちエコやまぐち宣言数：6,632 件(R3 年度)→10,479 件(R5 年

度) 

○ 分散型エネルギー活用の実証や再生可能エネルギー電力の利用に積極的な事業所の認定制

度の運用、森林バイオマスの利用促進、水力発電を活用した「やまぐち維新でんき」の供給な

どによりエネルギーの地産地消を推進するとともに、ZEH の導入支援などにより再生可能
エネルギーの発電出力２41 万 kW（R5年度）を導入（目標：246万 kW（R8年

度）） 

○ 山口県企業局の水力発電による電気を県産CO2フリー電気として付加価値を付けて供給す

る新たな電力供給ブランド「やまぐちぶちエコでんき」を創設（R6 年２月募集開

始） 

◆人と自然が共生する環境にやさしい地域づくりの推進 

○ 消費者が適切に商品・サービスを選択し、環境などに配慮した消費行動につなげることを啓

発する事業者であるやまぐちエシカル推進パートナーに２００事業所が登録
（目標：230事業所（R8年度）） 

○ 産学公連携による産業廃棄物３R（リデュース、リユース、リサイクル）の事業化検討など、

廃棄物の３R等の技術開発から施設整備、普及拡大まで切れ目ない支援等を実施。 

３R 等推進事業補助実績：２件（Ｒ５年度） 

重 点 
施 策 

概 要 



 

 

 

〇 終生飼養等の動物の適正飼養の普及啓発や動物愛護管理法に基づく所有者不明猫の引取り

要件の厳格化等により、犬猫の引取り数を３７８匹減少(８６３匹（R3年度)→４８５

匹(R５年度（目標：減少させる)) 
 

（4）総評 

総
評 

再生可能エネルギーの導入や、やまぐちエシカル推進パートナー事業所が着実に増加するなど、

全体としては順調に進捗しており、引き続き、あらゆる分野において、社会全体で連携して地球

温暖化対策を進めるとともに、循環型社会に向けた取組等を一層推進することが求められている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（5）課題と今後の展開方向 

 

課
題
と
今
後
の
展
開
方
向 
 

 

 

 

◆脱炭素社会の実現に向けた地域づくりの推進 

〇 脱炭素社会の実現に向けて、引き続き、脱炭素の大切さを気軽に学べる体験型イベントの

実施やスマホアプリ等のデジタル技術を活用した実践行動の定着など、県民総参加による地

域脱炭素化の取組を推進する必要がある。 

〇 家庭・事業所の省エネ化及び地域の特性を活かした再生可能エネルギーの導入や、県有施

設への計画的な太陽光発電の導入や電気自動車と組み合わせたゼロカーボン・ドライブの普

及啓発拠点としての整備など、エネルギーの地産地消の取組を推進する必要がある。 

◆人と自然が共生する環境にやさしい地域づくりの推進 

〇 産業廃棄物の総排出量は減少傾向にあるが近年は横ばいであり、事業者による廃棄物の３

Rや低炭素化など、循環型社会に向けた取組を推進する必要がある。 

〇 エシカル消費の認知度は向上しているが、引き続き「やまぐちエシカル推進パートナー」

等の事業者と連携した普及啓発や、エシカル消費をはじめとする「消費のＳＤＧs」の取組を

推進する必要がある。 

〇 引取り数の更なる減少に向けて、犬猫へのマイクロチップ装着など、所有者明示措置等に

よる終生・適正飼養の更なる普及啓発や、活動支援者の養成等による地域猫活動の促進を図

る必要がある。 

 

 

（参考）令和６年度の主な新規・拡充取組 

拡 やまぐち海洋ごみアクションプラン推進事業 

漂着ごみや海底ごみの回収・処理体制の確立など、多様な主体が協働した海洋ごみ対策を推進すると

ともに、瀬戸内海の海洋プラスチックごみ削減に向け、河川ごみの実態把握及び発生源対策を検討。 

新 デジタル活用による野犬対策強化事業 

野犬による被害や苦情が多い本県の課題を解決するため、住民や技術者等のアイデアとデジタル技

術を取り入れた野犬対策を実施し、安心・安全なまちづくりを推進。 


